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さ
い
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

問
本
庁
舎
こ
ど
も
課　
内
２
７
３
２

　

白
河
厚
生
総
合
病
院
で
は
、
放

射
線
に
対
す
る
疑
問
や
不
安
に
専

門
家
が
お
答
え
す
る
「
放
射
線
相

談
外
来
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
相

談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
総
合

受
付
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い（
料
金
は
無
料
で
す
）。

問
白
河
厚
生
総
合
病
院
医
事
課
☎

㉒
２
２
１
１

　
廃
棄
物
の
再
生
利
用
を
促
進
す

る
た
め
、
町
内
会
や
子
ど
も
会
な

ど
の
地
域
団
体
が
行
う
資
源
回
収

活
動
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

⃝
対
象
団
体
　
町
内
会
、
子
ど
も

会
、
青
年
・
婦
人
会
、
老
人
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
の
地
域
活
動
団
体

⃝
対
象
廃
棄
物
　
▽
古
紙
（
ダ
ン

ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
な
ど
）　

▽
金

属
・
瓶
類
（
ア
ル
ミ
・
ス
チ
ー
ル

缶
、
一
升
瓶
、
ビ
ー
ル
瓶
な
ど
）

⃝
奨
励
金
額
　
回
収
業
者
に
引
き

渡
し
た
量
に
応
じ
て
、
１
㎏
当
た

3

次
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
付
主
幹

鈴
木
才
子
▽
東
教
育
振
興
課
主
幹

兼
課
長
補
佐
兼
教
育
振
興
係
長　

根
本
和
樹
▽
東
庁
舎
市
民
福
祉
課

長
補
佐
兼
保
健
福
祉
係
長　
藤
田

美
智
子
▽
会
計
課
長
補
佐
兼
審
査

係
長　
遠
藤
富
子
▽
健
康
増
進
課

主
任
主
査　
穂
積
文
子
▽
表
郷
庁

舎
総
務
課
主
任
主
査
兼
会
計
課
表

郷
分
室
主
任
主
査　
市
川
悦
子
▽

文
化
財
課
主
任
主
査
兼
白
河
集
古

苑
副
館
長　
田
辺
伸
夫
▽
ひ
が
し

幼
稚
園
専
門
教
諭　
長
田
ム
ツ
ミ

▽
関
辺
小
学
校
主
任
用
務
員　
矢

内
静
子
▽
信
夫
第
二
小
学
校
主
任

用
務
員　
海
津
恵
子

案
内

　4月から子ども手当は児童手当に名称が変更
され、6月分（10月支給）から所得制限が導入
されます。現在子ども手当の認定を受けている
方は、児童手当に継続されますので手続きは必
要ありません。ただし、6月に現況届の提出が
必要となります（詳細は再度お知らせします）。

＜子ども手当が児童手当に変わります＞

3 歳 未 満 一　  　律 15,000円

3歳～小学生
第１子・第２子 10,000円
第3子以降 15,000円

中 学 生 一　  　律 10,000円

夫婦と子ども１人の世帯 所得698万円以上
夫婦と子ども２人の世帯 所得736万円以上

《所得制限の対象と支給額》
所得制限は6月分（10月支給）から導入されます。
【例】　   ※扶養親族の数で制限額が変わります。

《支給額》

子ども１人あたり月5,000円が支給されます。

問本庁舎こども課　内2732／各庁舎教育振興課　
　表郷☎㉜4782　大信☎㊻3975　東☎㉞3146

放
射
線
相
談
外
来

　
市
で
は
、
妊
婦
お
よ
び
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者
を
対
象

と
し
た
様
々
な
制
度
や
、
困
っ
た

と
き
の
相
談
先
、
民
間
の
子
育
て

支
援
施
設
な
ど
を
ま
と
め
た
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」
を
作

成
し
、
小
・
中
学
校
、
保
育
園
、

幼
稚
園
を
通
じ
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
本

庁
舎
こ
ど
も
課
ま
た
は
各
庁
舎
教

育
振
興
課
、
行
政
セ
ン
タ
ー
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
お
受
け
取
り
く
だ

り
３
円
を
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
瓶
類
は
、
本
数
を
重
量

に
換
算
し
て
計
算
し
ま
す
。

⃝
申
請
方
法
　
事
前
に
実
施
団
体

の
登
録
を
行
い
、
資
源
回
収
を
行

っ
た
後
に
、
資
源
回
収
奨
励
金
交

付
申
請
書
（
回
収
業
者
の
印
が
押

し
て
あ
る
伝
票
を
添
付
）
に
よ
り

本
庁
舎
生
活
環
境
課
ま
た
は
各
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
５
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
３　
大
信
☎
㊻
３

９
７
４　
東
☎
㉞
２
１
１
３

　
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
の
有
効

活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
家
庭
で

生
ご
み
を
自
家
処
理
す
る
「
生
ご

み
処
理
機
・
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）」

を
購
入
し
た
方
に
、
購
入
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

《
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
》

①
微
生
物
式
　
微
生
物
の
力
を
借

り
て
、
生
ご
み
を
水
や
炭
酸
ガ
ス

に
分
解
す
る
方
式　
②
乾
燥
式

電
気
で
生
ご
み
を
乾
燥
さ
せ
て
、

生
ご
み
を
減
ら
す
方
式

《
生
ご
み
処
理
容
器
》

　
庭
や
畑
な
ど
に
コ
ン
ポ
ス
ト
容

器
を
設
置
し
、
生
ご
み
を
土
に
接

触
さ
せ
て
、
土
の
中
の
微
生
物
や

ミ
ミ
ズ
な
ど
の
働
き
で
分
解
し
て

堆
肥
化
す
る
方
式

⃝
補
助
金
額
　
▽
電
動
式
生
ご
み

処
理
機
　
購
入
価
格
の
２
分
の
１

を
限
度
と
し
、
３
万
円
を
上
限

▽
生
ご
み
処
理
容
器
　
購
入
価
格

の
２
分
の
１
を
限
度
と
し
、
３
、

０
０
０
円
を
上
限

※
補
助
金
の
交
付
は
１
世
帯
１
回

限
り
で
す
。
申
請
期
間
は
購
入
日

か
ら
２
年
以
内
で
す
。

⃝
申
請
方
法
　
購
入
し
た
生
ご
み

処
理
機
の
領
収
書
、
保
証
書
（
購

入
店
の
も
の
で
は
な
く
メ
ー
カ
ー

の
も
の
）、
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ

式
不
可
）、
振
込
先
の
通
帳
を
持

参
の
う
え
、
本
庁
舎
生
活
環
境
課

ま
た
は
各
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
５
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
３　
大
信
☎
㊻
３

９
７
４　
東
☎
㉞
２
１
１
３

⃝
日
時
　
６
月
５
日
㈫
・
６
日
㈬

／
午
前
９
時
50
分
～
午
後
４
時
50

分
（
６
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

⃝
会
場
　
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

（
久
田
野
）

⃝
申
込
期
間
　
５
月
１
日
㈫
～
18

日
㈮
（
先
着
60
人
）

問
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消
防

本
部
☎
㉒
２
１
５
５

資
源
回
収
奨
励
金
交
付
制
度

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

等
購
入
費
補
助
制
度

白
河
市
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」
を
発
刊

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会


